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船舶版ビッグデータの時代へ 
〜船舶情報グループの活動紹介〜 

 
 

MTI 船舶情報グループ 
グループ長 安藤英幸 

Monohakobi  Techno Forum 2013 
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発表の構成 

1. 船舶情報グループ 

2. 船舶版ビッグデータ 

3. まずは「見える化」からはじめる 

4. ユーザーの求めるデータ解析 

5. 高度なデータ解析～実海域性能解析 

6. そして未来を予測する～ウェザールーティングとの連携 

7. 組織と技術の共進化～変わる仕事の仕方 

8. 更なる価値の創出を目指して 

9. 世界を目指して 

10. まとめ及び今後 
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船舶情報グループ 
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船舶情報グループの活動方針 

• “データ”を”活きた情報”に 

 

• 船舶運航や船会社の業務上の判断・アクションにつ
ながる“活きた情報”の提供 

– ビッグデータ的なアプローチ 

 

• 素早くやってみせる 
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チーム構成 

• 出身・専門 (全9名) 
– 船舶・航空・機械系   4名 

– 商船大(航海)       1名 

– 商船大(機関)             1名 

– 経営工学・情報工学     2名 

– 文系                          1名  

 

※学位： 博士 2名、修士 4名、学部 2名  

※造船所出向者 1名、NYK出向者 2名(一等機関士、二等航海士) 

 

• インターンシップ(学生) 2名 

 

• 船舶海洋G、MTI シンガポール支店と連携 

船舶情報グループ・SIMS推進チーム 
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船舶版ビッグデータ 
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ビッグデータに到る流れ  

Usama Fayyad, 
November 1996 (Vol. 39, No. 11) 
Communications of ACM  

• 演繹推論から、大量のデータを活かした統計処理、情報検
索、機械学習にITのトレンドが変化した 

 

データマイニングのフロー 
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ビッグデータとは ? 

• 従来利用していたデータベース・ソフトウェアでは扱えない大き
さのデータセット = “ビッグデータ” 

• どれくらい大きいデータセットをビッグデータと呼ぶか？ 
– それぞれの産業、業務分野、時代による主観的なもの 

 

 

出典) James Manyika, et. al., “Big data: The next frontier for innovation, competition and 
productivity”, McKinsey Global Insitute Report, May 2011 

“ビッグデータ”を”価値”に変える5つの方法 
 

1. 情報の透明性とリアルタイムの情報共有 
2. パフォーマンスに関する正確な情報の把握、just-in-timeの意思決定 
3. 細かい顧客セグメント毎にテーラーメードしたサービスの提供 
4. 巧みな解析に基づく、ビジネスにおける意思決定の高度化 
5. 次の製品、サービスの開発 
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船舶におけるビッグデータとは? 

• 従来、1日1回のnoon report、数回のメールなど、船からの限られ
た情報に基いて、運航、保船を行ってきた 
– 現状のデータベース・システム・体制はこれにあわせて構築されている 

 

• 一方、詳細かつ高頻度な情報を、船から常時収集できるように
なった 
– VSAT、Inmarsat FBBなど船陸通信の高速化・常時接続化 

– 船上の舶用機器のコンピュータ化・ネットワーク化 

 

• 従来のやり方では処理できない量のデータセットに船の運航も向
き合う時代になった ⇒ ビッグデータの時代 
– うまく対応できれば、グローバルな競争における差別化の源泉になる 

の運航 
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ビッグデータにおける情報のフロー 

• ICT、工学、業務知識、組織、経営を有効に組み合わせる視点・アプローチが必要 

 

• ビッグデータを活用した新たな仕事のあり方 
 

 

環境 データ 

• センサー 
• 計測 
• ネットワーク 
• 通信 
• 情報インフラ 

情報 

• データ解析 
• 統計解析 
• 工学知識 
• 情報共有 
• 見える化 
• Web 

状況 
認識 

• 業務知識 
• ワークフロー 
• 協業 
• 組織 
 

意思 
決定 

• マネージメント 
• 経営 
 

行動 

• 情報伝達 
• 支援技術 
• トレーニング 
• インセンティブ 
• 情報宣伝 
• ビジネス変革 

要素技術 
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状況認識 

• M. EndsleyのSituation Awareness (状況認識)モデル 
– Perception 認識 

– Comprehension 理解 

– Projection 予測 
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(Ship Information Management System) 

VDR / ECDIS 

Engine  
Data Logger 

Data Acquisition and 
Processing 

         SIMS Viewer 

-Trend monitoring of speed, M/E 
RPM, fuel consumption and other 
conditions per hour 

- Comparing planned schedules 
and actual schedules 

• Main Engine 

• FO flow meter 

• Torque meter 

• GPS 

• Doppler log 

• Anemometer 

• Gyro Compass 

VSAT/Inmarsat-F/FB 

<Navigation  Bridge> 

<Engine Room> 

Viewer 

Motion sensor 

Data Center 

SIMS Monitoring & Analysis 
System at Shore 

Operation Center 

Singapore, …. 

Technical Analysis 
(MTI) 

Voyage Analysis Report 
Break down analysis of fuel 
consumption for each voyage 

Feedback to captains 

SIMS Data Collection 
System Onboard 

Report 

SIMS auto logging data (per hour) 
&  SPAS electronic abstract 

logbook data (per day) 

Communications via Technical Management 

FuelNavi 

12 

Weather routing 
service provider 

船舶の運航支援システム SIMS 
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まずは「見える化」から 
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実航海における燃費のばらつき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

• 同型船、同航路でも数10%のばらつきは一般的 

• 営業部門は信頼できる数字をベースに原因分析、改善活動を行いたい 

Comparison of total fuel consumption per voyage

Same ship size and same voyage

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

A -1 B-1 C-1 D-1 E-1 F-1 G-1 A-2 B-2 C-2 D-2 F-2 G-2

Vessel - Voyage

F
u
e
l 
C
o
n
su

m
p
ti
o
n
 [

M
T
]

30 % 以上の差 



Monohakobi 

Technology Institute 

15 © Copyright 2013 

Monohakobi Technology Institute 

誰のためのビッグデータ?  

• まずは、大きな効果の見込める、営業・オペレーション部門を
対象としたシステムとする 

ユーザー 

• 営業・オペレーション 
 

• 管理会社 
 

• 保船 
 

• 新造船 
 

効果の即効性 コスト 
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運航におけるマネージメント 

Do - navigation 

Check – monitoring 

Plan – routing 

PDCA cycle for 
improvement 

基本的には、最善の計画(Plan)をたてること。 

計画(Plan)と実際(Do)に乖離がある状況に気づき(Check)、必要な対応(Act)を取ること。 

また、後からのレビューで計画立案のプロセスを見直すこと。 

Act – corrective action 
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実海域性能解析 

各船の性能データ 
＊平水中性能 
＊海気象による影響 

③ 各船の性能把握 

期待効果： 高度ウェザールーティング、最適配船 

過去の航海データ、 
事例集 

フリート比較 

ベストプラクティス 

② 事例の蓄積 

期待効果： ベストプラクティスの共有 

オペレーター コミュニケーション 

モニタリング 

① モニタリングによる陸の状況認識向上 

期待効果： 大幅な増速、沖待ちなどの減少 

フリートモニタリングの段階的発展 

データ蓄積 
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データ収録装置 ～燃費計装置の活用 

• 燃費計で開発したデータ収録装置で
データ収集、陸にデータ転送する。 

• ECDIS、データロガー等と通信し、
航海系、エンジン系のデータ収集。 

フローメーター 
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高頻度なデータ収集 ⇒ 状況の見える化 

• データ収集頻度 

– 従来: 1日1点 

– SIMS: 1時間1点 

 

• 右図：ある船の3日分のデータ(船速: 対
地(赤)、対水(黒))を示す 

– 上図： 1日 1点 

– 下図： 1時間1点 

 

• 時系列データから意味のある情報
を得る 

 

 

 

 

 

 

 

Data interval: 24 hours  

Data interval: 1 hour 

Data interval comparison 

red: OG speed, black: log speed 

Ship type: VLCC 

time (hour) 

time (hour) 
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ユーザーの求めるデータ解析 
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要因分析 

船舶固有の性能 

船体・プロペラ汚損による影響 

喫水・トリムによる影響 

風・波・潮流による影響 

船速増による影響 

船速配分による影響 

航海距離増加による影響 

発電機使用による影響 

燃料消費量の要因分析 
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走り方の影響（良い例） 

OAKLAND – TOKYO 

 

時間 [day] 

船
速

 [
k
n

o
t]

 

主機負荷 

回転数 

船速 

荒天指標(スリップ) 

省エネ運航のチェックポイント 

 沖待ち、早着しない 

 荒天時に減速 

 主機負荷一定運転 

最適主機負荷との燃費差は ０．５ ％(理論値) 

最適主機負荷 
主機負荷ほぼ一定 
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走り方の影響（改善余地のある例） 

OAKLAND – TOKYO 

 

時間 [day] 

船
速

 [
k
n

o
t]

 

回転数 

船速 

荒天指標(スリップ) 

省エネ運航のチェックポイント 

 沖待ち、早着しない 

 荒天時に減速 

 主機負荷一定運転 

最適主機負荷運転との燃費差は ８．２ ％(理論値) 

最適主機負荷 
主機負荷 

最初、主機負荷高い 

荒天時の減速 

沖待ち 

荒天遭遇 
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フリートモニタリング 

• 船のオペレーターは、フリート全体のオペレーションを監視 

– 安全性、スケジュール、経済性 

• モニタリングデータ、過去データ、シミュレーションの統合 
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高度なデータ解析 

～実海域性能解析 
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プロペラ回転数55rpm 

 <平穏時の性能> 

 船速 ： 14 knot 

 燃費 ： 45 ton/day 

 

 

 

 <計測値> 

 船速 ： 

 燃費 ： 

 

実海域での性能変化の様子 

6500TEU コンテナ船 

波高5.5m、風速20m/sの向かい波・向かい風に遭遇 

 8 knot 

60 ton/day 

＜性能が変化する要因＞ 
①海象（波・風）、②個船毎の特性（船型・プロペラ・主機等）、③船の状態（トリム・排水量、経年劣化等） 
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1. 波・風による性能変化 

  個船毎の船型、プロペラ、エンジン等の特性に基づき理論計算 

 

 

 

 

 

2. トリムや排水量による性能変化 

  水槽試験、CFD計算等 

 

3. 船体・プロペラ表面の汚損、経年劣化による性能変化 

  長期解析（海務GのVPAS） 

実海域性能モデル 
MTIでは実海域性能の予測技術に関する研究開発を進めてきた 

（※）海上技術安全研究所と共同開発 

実船計測データ（SIMS）を用いて検証 ⇒ 個船毎に実海域性能モデルを作成 

http://pedia.mapion.co.jp/art/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Ship_lines_(3D_design).PNG
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入力値 

実測値と
計算値の

比較 

1航海の燃料消費量 
実際 ： 961トン 
計算 ： 969トン 

実海域性能モデルによって、 

船速・燃費を精度良く計算できる
ことを確認した 

実海域性能モデルの精度検証 
モデル検証試験(乗船調査) 
6500TEU コンテナ船 
Oakland - Tokyo 
2012年3月19日（LT）～4月2日（LT） 
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そして未来を予測する 

～ウェザールーティングとの連携 
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・ ウェザールーティングの目的 

– (過去) 荒天回避 

– (現在) 最適運航 
ベストバランス  

•安全性 

•スケジュール 

•経済性 

•環境 

 

・ ウェザールーティングに必要な技術 

– 船舶性能モデル 

– 荒天時の船舶船体運動 
 

 

Way points 

Routes and weather 

ウェザールーティング 
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最適航路選定 

（現場の声） 
「気象海象が変わったが、このままでスケジュールを守れるか？」 
「どちらの航路が燃料消費が少ないか？」 

・ 刻一刻と変化する状況の中で、リアルタイムに情報共有して、最適な航路・走り方を
選択する 

⇒ 荒天回避だけでなく、スケジュール・経済性を考慮したウェザールーティング 
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フィードバック 

・ 船のモデル、海気象予報ともに誤差はある 

・ モニタリングと組み合わせフィードバックすることでシステムの信頼性は向上 

ウェザールーティングとモニタリングの連携 

ウェザールーティング（PLAN） モニタリング（CHECK） 

【航海プラン】  

 + 海気象予報 

 + 実海域性能モデル 

 + 船体動揺モデル（応答関数） 

【実航海モニタリング】 

 +海気象データ 

 + 性能データ（船速・馬力・回転数等） 

 + 船体動揺・加速度データ 

（提供：ウェザーニューズ社） 
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組織と技術の共進化 

～変わる仕事の仕方 
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ブロードバンドの導入 NYK Satcom Project 

CO2削減(燃費)のため、ブロードバンド通信装置搭載 
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ブロードバンドによる船陸情報共有 

rpm 
s
p

e
e

d
 

   

Calibration 
model 

Calibrated model 

actual 

Maritime broad band (VSAT, FBB) 

Revise schedule by real-
time information 

15 days forecast 1/12 resolution current 

Voyage simulation 

onboard 

vessel 
Route manager 

(captain and engineer at shore) 

Recommend 

RPM 

Actual RPM 

Recommend speed 

Feedback to ship 
performance model 

Full time connection 

Large data size transfer 

Voyage simulation 

shore 

Feedback actual 
weather 

Actual sea state 

Actual wind &  

ship motion 
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最適経済運航プロジェクト IBIS 

海気象、海流、本船運航状況をリアルタイムで情報共有 
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技術者とユーザーの二人三脚 

相互の信頼関係があることが前提ではあるが 

• 技術者に求められるもの⇒ユーザー(現場、経営)の仕事の仕方を理解し、
提案、実現する力。 

 

• ユーザーの理解が得られなければ、技術があっても宝の持ち腐れ 

環境 データ 情報 
状況 
認識 

意思 
決定 

行動 

技術者の守備範囲 ユーザーの守備範囲 
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更なる価値の創出を目指して 
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最適トリムチャートの作成 
（水槽試験・CFD計算） 

実船トリムトライアルで 
データ収集 

比較 

最適トリムによる運航 
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荒天時の運航に関する技術的な深度化 

ship motion simulation actual ship motion and acceleration 

cargo securing & ship structural safety 

criteria 

40 

[sec] 



Monohakobi 

Technology Institute 

41 © Copyright 2013 

Monohakobi Technology Institute 

振動台を利用した各種ラッシング試験 

 

ラッシング資材にかかる荷重の評価試験 ラッシング資材の評価試験・開発 
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各技術開発への取り組み 
例) 波浪観測装置の実証実験(日本無線殿との共同) 
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世界を目指して 
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船陸ビッグデータの基盤 

M/E 

D/G 

Boiler, 

T/G… 

VDR 

Radar 

ECDIS 

BMS 

…. 

LAN 船 陸 

ブロードバンド 

S
e

c
u

ri
ty

 /
 a

c
c
e

s
s
 c

o
n

tr
o

l 

ユーザー 

種類頻度 

エージェント 

データ 

ニュートラルな 
組織によるD/C 

国内船社 A 

海外船社 B 

アジア船主 C 

四国船主 D 

造船所 E 

・ 
・ 
・ 

サービス会社 
 

運航支援 
アプリ/サービス 

サービス会社 
 

機関 
コンディション 
モニタリング 

 
アプリ/サービス 

エンジン
メーカー F 

サービス会社 
 

ライフサイクル 
バリュー向上 

 
アプリ/サービス 

舶用メー
カー G 

オンボード 
アプリ 

参照： 日舶工「スマートナビゲーション研究会」資料より 

船内データ収集規格のISO化を目指す 
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日本の海事クラスターとともに 

• 船舶のビッグデータ・ソリューションビジネスは今後、国際的に急
速に成長すると考えられる。欧州との競争 

 

• MTIでは、日舶工委員会を通じた標準化への協力と、SIMS外販な
ど、今後様々な形でビッグデータのインフラ整備の協力を進める 

 

• 舶用メーカーにおかれては、リモートメンテナンス・サービスなど
ビッグデータ・ソリューション開発を進めて頂きたい。MTIは、日舶
工の「ライフサイクル検討委員会」にも参加し、ライフサイクル・バ
リュー向上に貢献します。 

 

• MTIは、船舶向けのビッグデータ・ソリューションを開発するベスト・
パートナーです。 
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まとめ及び今後 



Monohakobi 

Technology Institute 

47 © Copyright 2013 

Monohakobi Technology Institute 

SIMSにおけるビッグデータ的なアプローチ 

“ビッグデータ”を”価値”に変える5つの方法 (SIMSにおける具体例) 
 

1. 情報の透明性とリアルタイムの情報共有 
・自動計測と船陸通信による船陸リアルタイム情報共有 
 
2. パフォーマンスに関する正確な情報の把握、just-in-timeの意思決定 
・個船の実海域性能の把握 
・船のパフォーマンスモニタリングデータに基づく運航 
 
3. 細かい顧客セグメント毎にテーラーメードしたサービスの提供 
・ユーザー(オペレーター)の必要とする情報の提供 
 
4. 巧みな解析に基づく、ビジネスにおける意思決定の高度化 
・個船の実海域性能パフォーマンス、航路毎の気象統計を考慮した最適な配船 
 
5. 次の製品、サービスの開発 
・オペレーション・プロファイルを考慮した最適船型開発 
・実海域性能を考慮した最適サービス設計 
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モニタリングの進展と近未来ロードマップ 

オンボード 

ウェザールーティング 

トライアル 

2005～2006年 

燃費計 

FUELNAVI 

運航モニタリング 

SIMS 

フリートモニタリング 

実海域性能解析 

現時点 

電子アブログ 

SPAS 

従来型ウェザールーティング 

(荒天回避) 

総合ウェザールーティング 

(安全性、定時性、経済性) 

ウェザールーティング 

との連携 

運航監視モニタリング 
NYK e-Missions’ 

リアルタイム・ウェザールーティング 

＆モニタリング 
• ブロードバンド通信  

• 波浪、動揺の常時計測 

• 耐航性能モデル利用 

レーダー 

波浪解析 

ブロード 

バンド 

スマートシップ 
• 航海・機関・荷役データ 

• 船陸情報共有の高度化 

• 本船モデルのオンボード推定 

性能解析用モニタリング 
• 船体付加物 

• 塗料 

• 主機ガバナー 

• 新型プロペラ 

省エネ機関モニタリング 
• 減速運転対応 

• 補機モニタリング 

• 予防保全 

各種計測装置の精度向上と 

モデリング 
• 高精度トルク＆スラスト計測 

• 高精度ログ計測 

• 高精度燃費計測 

• 波浪&海流計測 

• 実海域性能モデル開発 

• 経年劣化評価 

EEDI認証 

造船所への 

フィードバック 

2013.07  Rev.10   安全(Safety)、環境(Environment)、経済性(Economy)のベストバランスの追究 

SEEMP対応パッケージ 
• 運航におけるPDCA 
• モニタリング装置標準化 
• EEOI認証との連携 

CO2 minimize 
船位モニタリング 

FROM 
スマートフリートマネージメント 
• 最適配船 
• 気象予測との高度な連携 
• 次世代運航インフラ 

Best balance S.E.E. 

2007～2008年 

2006年～ 

2008年～ 

2010年～ 

2010年～ 

2012年～ 

2008年～ 

2013年～ 

目標2013年～ 

2012年～ 

2010年～ 

目標2013年～ 

目標2014年～ 

トリム解析 

自動車船, Bulker,  
タンカー, LNG船への展開 

(コンテナ船) 

CFD解析 
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まとめ 

• 船舶の運航は、かつて経験したことのない頻度・種類のデータを
扱えるビッグデータの時代になった 
– これに対応するためには、データベース、システム、組織を見直していく

必要がある 

 

• ビッグデータを価値に変えるポイントは状況認識の支援。また一
足飛びに高度な取り組みは難しいため、段階的に進めるべき 
– まずは見える化から。誰のためのデータ解析か。技術的に高度なことは

時間がかかる 

 

• 国際競争に勝ち抜くため、日本の海事クラスターと共に、船舶の
ビッグデータへの対応で世界をリードする 
– 共に船舶のビッグデータ・ソリューションを作っていきましょう！ 

 

 

 
 

 
 


